私のフィールドワーク by 高橋 五郎















































































― 8 ― ― 9 ―
　ある資料を探していたときのことである。
自分が探している資料を現地の知り合いと話
していると、彼女は、「その資料なら、どこ
そこへ行ってみれば何か見つかるかもしれな
い」と助けてくれる。そして、1日をつぶす
つもりで、事前にアポをとり、教えてもらっ
たところへ行く。そこには確かに、参考に
なる資料、古い写真や新聞記事、関連する
図書などはあった。しかし本命はない。と
はいっても、せっかく来たのでさまざまな資
料に当り、少しでも役に立ちそうな資料を漁
る。その様子を見ているそこの人が、成果
は上がったかと聞く。こちらは参考になっ
たが、十分ではないなどと会話を交わし始め
ると、親切にも、「あなたが探しているもの
なら、ここへ行っ
てみなさい」など
と、別の助言して
くれるのだ。
　このようにし
て、本当に探して
いた資料がやっと
の思いで見つかる
ことがある。 と
きに書写し、と
きにコピーを許
される場合もある
が、その日の夕方
は満足感で一杯に
なる。 が、これ
はうまくいったほうで多くの場合は、青い鳥
探しに終わることが多い。それだからこそ、
想いが遂げられたときの快感はまことに筆舌
に尽くしがたいものになる。
　しかし、いい資料に接しても持ち帰ること
ができないことも多い。中国の農村にはコ
ンビニになどといったものはなく、村民委員
会や古ぼけた看板が時代を語る信用合作社な
どで見つけた資料をコピーすることはできな
い。そこで、筆写となるが、はかどらない。
このように、持ち帰ることができるのはほん
の一部だけという場合もある。
　次には、資料をどう読むか、という作業が
待っている。私は、社会科学研究者にも勘
や物語風に資料を読む力が必要だと思ってい
るので、資料を読むときは、農民や華僑を主
人公にして、資料が語る物語を想像するこ
とにしている。このやり方は勝手な決め付
けや読み違いを招く危険性もあるが、学問
とは、人間の物語を経済学的に語ったり、法
学的に語ったりしているだけだと思っている
ので、物語に仕立てる方法は有効だと思う。
これは私のやり方なので、否定したい方はど
うぞ。
　いまの私の課題は、集めた資料を物理的に
どのように整理し、保存するかということで
ある。例の「超整理法」云々、あれはいた
だけない。実践したことがない、素人の空
想的整理法であり、実際には不可能なことが
多い。そもそも、資料のだれもができる最良
の整理法などない。
資料整理の方法は、
学問の仕方に関す
る個性を反映する
ものであって、こ
れを否定した整理
法は、厚さの順に
書架に本を並べる
図書館のようなも
のである。
「中国現地調査」厦門（アモイ）の訪問家庭で
